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論文内容要旨 

 

 従来，インプラント治療に使用されている αリン酸三カルシウム(以下 α-TCP)多孔体は，吸収の早い

骨補填材料として知られている．そこで本研究では，イヌ前頭洞の洞粘膜挙上後に α-TCP を填入し，

同時にインプラント体を即時埋入し，骨補填材料としての可能性を調べた． 

骨補填材料の分析は走査型電子顕微鏡(SEM)，X 線回析(XRD)，X 線光電分光法(XPS)を用いて行っ

た．実験動物には，2歳雌ビーグル成犬 9 頭を使用した．施術部位は，前頭洞の正中隔壁をはさんで左

右側の計 2カ所とした．前頭部正中部皮膚を約 50 mm切開し，皮膚骨膜弁を剥離後，ラウンドバーに

て直径 10 mmの円形の骨窓を形成した．その後洞粘膜を剥離挙上し，イヌ前頭洞底挙上モデルを作製

した．骨補填材料を填入しない群をコントロール群，粒径 1, 000 μm 近傍の α-TCP 多孔体を充填した

群を α-TCP 多孔体群とした．両群ともに，頭頂部より前頭洞底方向に向かい洞粘膜剥離スペース内に

インプラント体を埋入した．術後 4，12，24 週に安楽死させ，前頭洞部を左右一塊として切り出し，マ

イクロ CT による X線学的評価，画像解析装置による骨計測評価，そしてビラネバゴールドナー染色

による病理組織学的評価を行った．なお，統計学的解析にはスチューデント t 検定を用いた．本動物実

験は，大阪歯科大学動物実験委員会の承認を得て行った． 

SEM 観察から，α-TCP には 5~10 μmの気孔をもつ多孔体形状が観察された．XRD による結晶解析か

ら α-TCP の特徴的なピークが観察された．XPS の組成分析結果からカルシウム/リン比は 1.53 であっ

た．マイクロ CT による X 線学的評価においては，α-TCP 多孔体群において，術後すべての週におい

て不透過像として認められた．コントロール群ではすべての週において透過像として認められた．骨

計測評価においては，術後 12 週において α-TCP 多孔体群は，コントロール群に比べ，骨体積ならびに



骨塩量が有意に高かった．病理組織学的評価においては，術後 4週に α-TCP 多孔体が残存していたが，

術後 12週以降に吸収し新生骨様組織の形成が認められた． 

以上のことから，イヌ前頭洞底挙上モデル実験において，吸収性の α-TCP 多孔体は，早期に吸収し

新生骨様組織へと変化した．このことから α-TCP 多孔体の上顎洞底挙上術における臨床応用への有用

性が示唆された． 

 

論文審査結果要旨 

  

従来，インプラント治療に使用されている各種骨補填材料にはそれぞれに短所がある．そこでわれ

われは吸収の比較的早い骨補填材料として知られている α リン酸三カルシウム(以下 α-TCP)多孔体に

注目した．本研究では，イヌ前頭洞の洞粘膜挙上後に α-TCP を填入し，同時にインプラント体を即時

埋入し，骨補填材料としての可能性を調べた． 

骨補填材料の分析は走査型電子顕微鏡(SEM)，X 線回析(XRD)，X 線光電分光法(XPS)を用いて行っ

た．実験動物には，2歳雌ビーグル成犬 9 頭を使用した．施術部位は，前頭洞の正中隔壁をはさんで左

右側の計 2 カ所とした．左右の前頭洞洞粘膜を慎重に剥離挙上し，イヌ前頭洞底挙上モデルを作製し

た．骨補填材料を填入しない群をコントロール群，α-TCP 多孔体を充填した群を α-TCP 多孔体群とし

た．両群ともに，頭頂部より前頭洞底方向に向かい洞粘膜剥離スペース内にインプラント体を埋入し

た．術後 4，12，24週に安楽死させ，前頭洞部を左右一塊として切り出し，マイクロ CT による X線

学的評価，画像解析装置による骨計測評価，そしてビラネバゴールドナー染色による病理組織学的評

価を行った．なお，統計学的解析にはスチューデント t 検定を用いた． SEM 観察から，α-TCP には

5~10 μmの気孔をもつ多孔体形状が観察された．XRD による結晶解析から α-TCP の特徴的なピークが

観察された．XPS の組成分析結果からカルシウム/リン比は 1.53 であった．マイクロ CT による X 線

学的評価においては，α-TCP 多孔体群において，術後すべての週において不透過像として認められた．

コントロール群ではすべての週において透過像として認められた．骨計測評価においては，術後 12週

において α-TCP 多孔体群は，コントロール群に比べ，骨体積ならびに骨塩量が有意に高かった．病理

組織学的評価においては，術後 4週に α-TCP 多孔体が残存していたが，術後 12週以降に吸収し新生骨

様組織の形成が認められた． 

結果，イヌ前頭洞底挙上モデル実験において，吸収性の α-TCP 多孔体は，早期に吸収し新生骨様組

織へと変化した．以上，α-TCP 多孔体の上顎洞底挙上術における臨床応用への有用性が示唆された点

において，本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した． 


